
令和７年度 法人本部 事業報告 

 

定款に定める当法人の目的 

この社会福祉法人（以下「法人」という。）は、多様な福祉サービスがその利用者の意向を尊重し

て総合的に提供されるよう創意工夫することにより、利用者が、個人の尊厳を保持しつつ、心身

ともに健やかに育成され、又はその有する能力に応じ自立した日常生活を地域社会において営む

ことができるよう支援することを目的として、次の社会福祉事業を行う。 

 

法人の理念 清水あすなろ福祉会のめざすもの 

一、すべての子ども、障害のある人、高齢者が健康で文化的な生活がおくれるよう、地域の人々

と力を合わせて、地域福祉の充実と向上に努め、施設として可能な限り必要な支援を行いま

す。 

二、子供たちが集団の中で、一人ひとりが大切にされ、高齢者や障害のある人も一人の人格とし

て尊重される施設運営を目指し、常に努力します。 

三、利用者・職員・地域住民・関係者の協力を基礎に健全な財政の確立に努め、一人ひとりの意

見を大切にする民主的な運営・経営を行います。 

四、公的な責任と共同の力で、だれもが、必要なときにいつでも利用できる福祉施設の実現を目

指し、広範な人々と協力します。 

 

役員構成及び日程について 

理事会の構成について 

理事定数１０～１５名の所１１名でのスタートで、期中に１名程度の増員の可能性も見据えては

いたが、最終的には増員せず１１名のままで年度を終えた。そのことで運営上特にマイナスとな

ることはなかったが、専門部会として危機管理委員会が活発に活動を展開し、法人便り編集委員

会に評議員２名に加わっていただいている現状を考えると理事会の体制強化が必要とも考えられ

る。２７年度の理事改選に向けて準備が必要かと思える。 

 

理事会の開催について 

理事会開催については計画通り開催され、出席理事も時に所用により欠席の理事もいましたが、

定数割れで理事会が成立しないような事態にはなりませんでした。 

 

評議員会構成について 

理事定数１１名ということで、評議員数は１２名あれば定款上の問題はありませんが、前期定数

１３名をそのまま維持しました。 

 

評議員選任解任委員の補充について 

外部委員２名が退任し、うち１名は補充が行われましたが、1名は欠員のままとなっており、可能

な限り早急に選任を行います。 



 

評議員会の開催について 

２０２５年度の定例評議員会は特段の問題もなく前年度事業報告並びに決算の承認をいただけた。 

 

法人事務局体制について 

法人本部事務局は４名体制から３名体制に変更となりましたが、そのことによる特段の影響はあ

りませんでした。 

 

理事会の具体的取組課題 

 

 情報発信について 

理事会としての情報発信の中心に位置づけられてきたのが法人便りです。 

法人だよりは、年４回発行し、あすなろ福祉会理事会の理念や取り組みを発信しています。２

０２５年度は、３９号～４２号を４月、７月、１０月、１月に発行しました。具体的な内容は、

以下の通りです。 

39 号…2025 年度の事業計画に基づいた３施設の運営方針と、「ともの家の仲間石橋さん 

人生の幕を閉じる」の特集記事 

40 号…子ども・父母の立場に立った保育の創造、日々のケアで大切にしていること、 

グループホームの閉鎖と仲間たちの暮らし等、３施設の特徴的な取り組み 

41 号…ともの家の防災研修や風の子夏祭り、あすなろの家の久遠チョコレート事業の紹介 

42 号…園児増加の要因、介護人材の不足、障害者の高齢化への対応等、３各施設の現状や

課題 

このように、法人だよりには、３施設（風の子保育園、あすなろの家、ともの家）の様子や行

事・研修等の紹介や「福祉を考える」と題した福祉情報を掲載しています。 

発行から１０年が経過し、内容や発信の仕方についての見直しが必要ではないかと考え、アン

ケート等で課題を把握しています。皆さんからのご意見を生かして、より充実した法人だより

を発行していきたいと考えています。 

 

危機管理委員会の活動について 

防災・自然災害に対する対応に休む暇はありません。昨年も７月カムチャッカ沖地震による 

”津波警報”を初めて経験し、真夏は熱中症対策、９月は台風１５号による大雨の気象情報へ

の対応等この１年も各施設はその対応に慌ただしく追われました。 

津波の心配は立地条件により三施設とも有りませんが警報が一度発令されると何事が起こらな

くても解除には１週間を要しその間、行動制限が生ずる怖さを体験しました。 

今期、施設訪問は実施できませんでしたが三施設は年度計画に沿い各施設の特徴を加味した防

災訓練が実施されています。 

 ハラスメントは許しません！！「運用細則」の施行から丸２年を終えました。前年と同様、検

証委員会にかかる＜相談案件＞は「０」の結果を得ました。  

また施設相談担当委員による毎月末の「月例報告」は遅滞なく実施され運用のルールは完全に



定着しました。「０」の結果に満足することなくハラスメント対策の法律が各事業所に求めた「立

法根拠」を深く学び働く職場の環境改善に寄与出来るよう次年度に職員研修会の計画が始まっ

ています。検証委員・アドバイザー等制度運用に関わる関係者には前年度年間結果報告（5 月）

中間報告（10月）を書面にて報告しました。施設台帳づくりは年当初意気込んでみたが、整備

方針が定まらず手づかずとなる反省点 となりました。基本方針を定め着実に踏み出せるよう

に次年度の課題と継続します。 

 

新入職員研修について 

新入職員研修は例年通り開催されました。 

研修の中心は法人の理念の理解で、法人の歴史・創設当時それにかかわった方々の思いを伝え

ることによりあすなろ福祉会の理念への理解を深めてもらうことを主要な目標としてきまし

た。研修後の感想文の中でも歴史を知って先人の思いがよく分かったと記す職員が多く、新入

職員研修の目的はそれなりに果たされていると考えています。 

 

法人設立５０周年記念について 

法人設立５０周年事業を２０２８年度に開催することだけは決定したが具体的内容は今後の検

討課題となっています。 


